
sIOC SiP

宇宙機
分散制御システム

Responsive Link
リアルタイム通信機構
- 通信のプリエンプション(優先度による

パケットの追い越し)
- パケットの加減速制御
- エラー訂正可能なline code

sRMTP  ( Space Responsive Multithreaded Processor )
分散リアルタイム処理用SoC
リアルタイム処理プロセッシングユニット RMTPU
- リアルタイム実行機構 - トレース機構
- マルチメディア演算ユニット - 宇宙空間でも使用可能なDependable機構

組込みリアルタイムシステム

分散リアルタイム処理用プロセッサ

お問合せ先

研究者名 山﨑信行 教授

contact@ny.ics.keio.ac.jp

http://www.ny.ics.keio.ac.jp/

Responsive Link

sRMTP SoC

(マイクロプロセッサ)

11.18mm

sRMTP SiP

5.0mm

sIO Core SoC

sIO Core ( Space IO Core )
IO制御用プロセッサ
- 宇宙機のセンサ、アクチュエータなどの処理
- Dependable機構

研究概要
宇宙機、ロボット、車等の組込みリアルタイムシステムでは処理や通信の結果だけでなく、デッドラインや
周期などの時間制約を満たすことで動作が保証されます。宇宙機の場合、過酷な宇宙環境で宇宙放射線、
振動、熱等の影響下でも動作し続けることが要求されます。これらの環境下で宇宙機の分散制御を実現する
ためにリアルタイム処理用CPU、リアルタイム通信、メモリ、IOを1つのLSIに集積したSoC( System-on-Chip)
、及び当該SoC、DRAM、Flash、コネクタ等を集積した超小型基板であるSiP (System-in-Package)、
更にはリアルタイムOS等の研究開発を行っています。

CPU, SoC, SiP, リアルタイムOS 



分散リアルタイム処理用プロセッサ



Responsive Multithreaded Processor (RMTP)



リアルタイム通信規格Responsive Link

通信遅延を保証するリアルタイム通信

Responsive Link I/F

SRMTP SiP



リアルタイム処理を実現するOS

お問合せ

Favor OS
リアルタイム処理をサポートする専用OS

RMTPの専用機構を使用し高精度なリアルタイム処理をサポート

主な機能

・専用命令によるスレッド生成、コンテキストキャッシュの利用

・各種I/O用デバイスドライバ(UART, Responsive Link等)

・スケジューリングアルゴリズムによるタスク実行

リアルタイムスケジューリング
タスクの時間制約を優先度に変換し実行
スケジューリングアルゴリズムに沿ってOSがタスクをリリースし、
リアルタイム性を実現
スケジューリングアルゴリズム
- EDF( Earliest Deadline First) - RM ( Rate Monotonic )

- SS ( Sporadic Server ) - インプリサイス計算モデル

RT-DVFS
• リアルタイム性を保証した上で動的に供給電圧と
動作周波数を制御し、消費電力を削減

• リアルタイム性と消費電力、双方に対して要求が
存在する組込みリアルタイムシステム独自の研究

FAVOR OS 
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